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工事設計図

　　工事現場におく電気保安技術者は、工事担当技術者の職務を補佐し、電気

　工作物の保安の業務を行うものとする。

設計図　

特記仕様書

　Ⅰ．工　事　概　要

　　１．工 事 場 所

　　３．工  事  種  目　（●印を付けたものを適用する）

　　　建物別及び屋外

　屋　外

　　　　　　　　　　　　　工 事 種 別

　○　

　○　

　　５．工　事　内　容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　４．指　定　部　分　　● 無　　　有（○ 部分しゅん工　○ 部分使用　）

　　１．共 通 仕 様

建 物 名 称 構 造 階 数 　延べ面積

　（ｍ　）
２ 備 考耐火構造

　　２．建 物 概 要

　　　（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて長野市建設工事共通仕様書による。

　　　（２）（１）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書」、「公共建築

　　　　　　改修工事標準仕様書」の建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編、及び「公共建築設備

　　２．特 記 仕 様

　　　　　　工事標準図」の電気設備工事編・機械設備工事編（いずれも最新版）で「特記がなければ、」

　　　　　　以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、それらが関係法令等

　　　　　　（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督職員と協議すること。

　　　（１）規則

　　　　　　　本工事規則は特記あるものを除き、長野市契約規則及び工事請負契約書の記載事項による。

　　　（２）責任保障

　　　　　　１）本工事における必要な諸手続等は原則として受注者において行うこと。

　　　　　　３）諸材料については必要に応じ見本品または現品を提出し、監督職員の承諾を受け施工のこと。

　　　　　　　　ただし、ＪＩＳ規格合格品等で工事係員がそれを確認できた場合はこの限りではない。

　　　　　　　　急硬急乾凍結破損の防止をすること。

　　　　　　５）工事施工上必要ある個所は、工事監督職員の指示により適当なる材料をもって養生を施し

　　　（４）経費

　　　（５）暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について

　　　（６）工事実績情報の作成、登録

　　　　　　　　①工事受注時　　　　　　　　契約締結後１０日以内

　　　　　　　　③工事完成時　　　　　　　　工事完成後１０日以内

　　　　　　　　②登録内容の変更時　　　　　変更契約締結後１０日以内

　　　（７）環境に関する配慮について（ISO)

　　　　　　　なお、具体的な計画を施工計画書に記載して実践するものとする。

　　　　　　11）本工事受注者は必要に応じ工事目的物の建物を火災保険に付すること。

　　　　　　　工事しゅん工引渡し後特記あるものを除き、工事の施工に起因した事故が生じた時は、

　　　　　　　　施工のこと。

　　　　　　２）設計図面内の不一致及び明記なき箇所がある場合は、監督職員と協議の上その指示により

　　　　　　　　施工のこと。

　　　　　　４）工事施工に際し必要な個所は、各工事に先だち施工図を作成し、監督職員の承諾を受け

　　　　　　　　承諾を得ること。

　　　　　　６）工事受注者は、工事着手前に実施工程表及び各職種の協力業者名簿を提出し監督職員の

　　　　　　　　施工のこと。

　　　　　　７）工事完了後検査不可能個所の施工にあたっては、必要に応じ監督職員の立会いのもとに

　　　　　　市係員の出張旅費は市負担とする。

　　　　　　　上記各事項に要する諸経費はすべて受注者において負担する。ただし、現寸及び製品検査の

　　　　　　　　その内容を記載した書面により発注者に報告すること。

　　　　　　木造建物及び工作物1年間(受注者の故意または重大な過失による場合、5年間)、木造以外の

　　　　　　　　すること。

　　　　　　１）工事請負額が５００万円以上の工事については、工事実績情報（工事カルテ）の登録を

　　　　　　２）登録する場合は、あらかじめ監督職員の確認を受け、次に示す期間内に(財)日本建設情報

　　　　　　　　総合センター(ＪＡＣＩＣ)に登録の手続きを行うとともに、登録されたことを証明する

　　　　　　　　変更時の提出を省略できるものとする。

　　　　　　　　資料を監督職員に提出する。なお、変更時と完成時の間が１０日間に満たない場合は、

　　　　　　　工事にあたっては、長野市環境方針（最新版）を充分に配慮し、設計書及び標準仕様書は

　　　　　　配慮すること。

　　　　　　施工にあたって細心の注意を払うことにより、工事の環境への影響を極力少なくするよう

　　　　　　もとより、環境に配慮した材料の仕様、廃棄物の発生抑制、アイドリングストップや省エネ

　　　　　　重機の使用による省エネルギーの推進、低公害工事機材の使用、工事従業者への教育など、

　　　　　　３）発注工事において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等

　　　　　　　　の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

　　　（３）一般注意事項

　　　　　　受けること。

　　　　　　建物及び工作物2年間(同、10年間)以内に、期日を定め補修工事をし、工事監督職員の検査を

　　　　　　　　ことがある。

　　　　　　８）諸職工その他に対して監督職員の指示に従わない者、または技術未熟練者は退場を命ずる

　　　　　　　　職員の下検査合格後竣工検査を受けること。

　　　　　　９）工事完了後は速やかに工事現場内外の清掃、後片付け及び損傷個所の復旧補修をし、監督

　　　　　　１）長野市が発注する建設工事(以下「発注工事」という。)において、暴力団員等による不当

　　　　　　　　要求又は工事妨害(以下不当介入という。)を受けた場合は、断固としてこれを拒否する

　　　　　　　　な協力を行うこと。

　　　　　　　　こと。また、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要

項　　　目章 特　　記　　事　　項

　　　　　　２）１）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　○　排 水 処 理 設 備

　○　昇  降  機 設  備

 ○ 監督員事務所 　○ 設けない　　　　　○ 設ける

 ○ 工事用電力・水

　　・その他 　とする。

　○ 別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。 　　2.0 　　2.0

　　2.0

設置場所

地下・１階

中間階

上層階

　水　槽　類

　水　槽　類

（※１）

（※１）

（※１）

　　　機　　　器

　　　機　　　器

　水　槽　類

一般機器重要機器一般機器重要機器
一般の施設特定の施設

機器種別

　　1.5 　　1.0

　　1.0　　1.0

　　0.6　　1.0

　　1.0

　　1.0

　　0.6

　　0.6

　　1.0

　　1.0 　　0.6

　　0.6

　　0.4　　0.6

　　1.5 　　1.0　　1.5 　　1.5

　　1.5

　　1.5

　　1.0

　　1.0

　　1.5

　　1.5

　　1.0

　　1.0　　2.0

　　2.0 　　1.5

　　1.5

　　1.5

　　【備　考】（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　　　機　　　器

　　防振支持の機器

　　防振支持の機器

　　防振支持の機器

屋上及び塔屋

　（１）着工前（契約後１０日以内）

　（２）施工中

　　　　社内検査報告書　　中間検査含む　　　  　　　　　　　　　　１部

　　　　各種届出書　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　１部

　　　　機器納入仕様書　　承諾を受けたもの　  　　　　　　　　　　１部

　　　　施工計画書　　　　承諾を受けたもの  　　　　　　　　　　　１部

　　　　工事記録簿　　　　打合せ記録、工事日誌　　　　　　　　　　１部

　（３）しゅん工時

　　　　しゅん工届　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　１部

　　　　施工図、機器納入仕様書（見本品を含む）　  　　　　　　　　２部

　　　　施工計画書                                   　           ２部

　　　　施工図　　　　　　承諾を受けたもの　CADデータ共　　　　　 １部

　　　　しゅん工写真　　　工事用アルバム　　　　　　　　　　　　　１部

　　　　工事写真　　　　　工事用アルバム　　　　　　　　　　　　  １部

　　　　工具・予備品　　　監督職員の指示による

　※他工事が別途発注されている場合は、監督職員の指示により総合版とする。

　設計者名、工事管理者名、施工者名、工期しゅん工日を印刷する。

　※製本については、白焼きとし、背表紙に年度と工事名、表紙に年度、工事名、

　※CADデータについては、JWCAD形式（JWW）又はCAD交換標準（SXF）Ver.2.0以降

　形式（P21又はSFC）で保存したデータを、電子媒体又は監督職員の指示による

　方法で提出する。

　設備機器の固定等は、すべて「国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政

　ただし、設計用水平震度ＫＨ及び設計用鉛直震度ＫＶ（ＫＨ／２ ）を用いて

　計算する。

　設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

　設計用標準水平震度

　　　　　　　　特定の施設とは避難所に指定されている施設

　　　重要機器は次のものを示す。

　　　　・防災設備　・監視制御設備　・危険物貯蔵装置

　　　　建ての場合は上層３階、１３階以上の場合は上層４層とする。

　　　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階

　　　上層階の定義は次による。

　　　　・火を使用する設備　・避難経路上に設置する機器　

　○別途とする。

　(１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

　(２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

 ○ 絶縁継手 　取り付け箇所は図示による。

　　ジョイント 　　　合わせ持つものを選定すること。

　この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて受注者の負担 

　Ⅱ．工　事　仕　様

　　　　　　10）工程写真、竣工写真を撮影し、アルバム各1部を提出すること。

　　　　　　　　写真撮影要領は国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「工事写真の撮り方」の建築設備編

　　　　　　　　（最新版）による。

　　　　しゅん工図　　　　　　　　　　　　　CADデータ共 　　　　　１部

　　　及び亜硝酸態窒素、亜硝酸態窒素、塩化物イオン、有機物等（TOC）、pH、

　　　味、臭気、色度、濁度）　○トルエン）

　　・盛土 　○ 山砂の類

　　処理

　　 なお、実運搬距離と差異が生じた場合は変更協議の対象とする。

　　設備機器の位置、取合い等の検討のできる施工図を提出して、監督職員の

　　　　　との取合い 　承諾を受ける。

　（１）はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

　（２）既設壁等の貫通は、鉄筋探査を行い、躯体を痛めないよう配慮すること。

　　天井材（アスベスト含有の恐れがある成形板）の穴あけ等の加工作業がある

　場合は、作業主任者を選任し、保護具等を使用をする。

　　あと施工アンカーを施工する作業者は、（社）日本建築あと施工アンカー協会の

　資格を有する者又は充分な技能及び経験を有した者で、監督職員が認めた者とする。

　施工後の確認試験は監督職員の指示による。

　　防火上主要な間仕切り壁等を貫通する場合は、国土交通省認定工法にて

　切り壁等の貫通処置 　防火区画貫通処理を行うこと。

　　本工事の建物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び

　　　　させる機材等 　性能を有すると共に、次の（１）から（５）を満たすものとする。

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

　　　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
　　　　　仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、

　　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを放散

　　　　　させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ

　　　　　シルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、

　　　　　アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させ

　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

　　　　　放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（５）上記（１）、（３）及び（４）の機材を使用して作られた家具、書架、

　　　　　実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、

　　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、

　　ホルムアルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、

　　原則として規制対象外のものを使用する。ただし、該当する材料等がない場合は、

　　第三種のものを使用するものとする。

　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　規制対象外

該当する機材等

　①JIS及びJASの F☆☆☆☆品

　②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　③下記表示のあるJAS適合品

　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　ｂ．接着剤等不使用

　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　　せない材料使用

　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　　せない塗料使用

　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　　せない塗料等使用

　第　三　種 　①JIS及びJASの F☆☆☆品

　②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

　③旧JISのＥo品

　④旧JASのＦco品

　ホルムアルデ
ヒド

しゅん工図等の取扱い

　　施工図及びしゅん工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に

　移譲するものとする。

　法人建築研究所監修の建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」により行う。

　　工事概要

　　　工事にあたっては、関係者と十分に打ち合わせを行い、施設運営に支障の無いよう

　　施工計画を立て、施工時に配慮すると共に安全管理に万全を期すること。

●
 
一
般
共
通
事
項

 ● 資材の保管 　● 資材の保管は、必ず屋根をかけ地上３０ｃｍ以上の架台に乗せる。

 ● 提出書類

 ● 総合調整 　●本工事（調整項目は下記のものとする｡）

　　　※飲料水の水質測定は厚生労働大臣登録水質検査機関とする。

 ● 容量等の表示

 ● 施工図及び

　　　　・給水装置　・排水装置　・換気機器　・空調機器　・熱源機器　

　○ 敷きならしできない発生残土は搬出処理とする。想定残土運搬距離（　8.0　km）

 ○ 地中埋設標等 　（１）地中埋設標　　　　○ 要（図示の箇所）　○ 不要

　（２）埋設表示用テープ　○ 要（排水管を除く）○ 不要　○　給水管

　一 式

 ● 化学物質を放散

 ○ 配管 　溶接部の非破壊検査　　　○ 要（　ステンレス鋼鋼管　　　　　　　　　）

　○飲料水の水質測定（○　水質検査１１項目（一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹

　　　工　事　種　目

　●　空 気 調 和 設 備

　〇　給　 湯 　設 　備

　一 式

令和２年度

 ● 火災保険等 　●  工事目的物及び工事材料に適用する。（工期＋１４日間）

 〇 アスベスト 

M-01

 〇 フレキシブル 　〇　圧送管に使用するフレキシブルジョイントは、可とう性に加え、防振性を

　　　　取扱説明書　　　　別ファイルとする　　　　　　　　　　　　２部

 ● 足場・さん橋類

　● 本工事で設置とする。

 ● 施工調査　●　撤　 去　 工　 事

ＲＣ

　●　換　 気　 設　 備 　一 式

 ● あと施工アンカー

　　　　　　１）作業従事者（当該工事現場の作業に従事している者。全ての下請業者を含む）の体温及び

　　　　　　　　健康状態の把握を毎日行い、健康管理を徹底すること。

　　　　　　２）作業従事者に感染の疑い又は濃厚接触した疑いのある者が判明した場合は、県や市の保健

　　　　　　　　所に相談の上、その指導に従い自宅待機等適切な措置を講ずること。また、速やかに監督

　　　　　　　　職員に報告すること。

　　　　　　３）作業従事者に感染又は濃厚接触者が判明した場合は、速やかに監督職員に報告すること。

　　　　　　　　また、工事の継続・一時中止等その後の対応についても速やかに検討し、発注者との協議

　　　　　　　　を行うこと。

　　　（９）新型コロナウイルスへの対応について

　　　（８）章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

7907.07２階/地下１階

　〇  衛 生 器 具 設 備

　〇　給　 水 　設 　備

　●  自 動 制 御 設 備 　一 式

　●　電 気 設 備 工 事

　　　本工事は南長野運動公園の体育館に空気調和設備を新設するもの。

 ● 電気保安技術者

 〇 他工事又は他工種

 ● 耐震措置

　　●　しゅん工図製本　　　　　見開きＡ１　１部　　　見開きＡ３　３部

　　●　保全マニュアル　　機器設定データ類とも（交換機等）　　　　１部

　●風量調整　〇 水量調整　● 室内外空気の温度の測定　● 騒音の測定

　〇給水配管末端での残留塩素測定　○揚水試験　○総合試運転

特記仕様書（１）

　南長野運動公園　体育館空調設備改修工事

　　長野市　篠ノ井東福寺

南長野運動公園体育館

体育館

　○　厨　 房 　設 　備

　●　ガ　 ス 　設 　備 　一 式

　一 式

消防法施行令

別 表 第 一

　一 式　●　排　 水 　設 　備

　　契約変更を行う）。

Ⅰ機械設備工事

１．空気調和設備

２．換気設備

　図示のとおり、ガスヒートポンプエアコンの新設を行うもの。

３．自動制御設備

　図示のとおり、空気調和設備の新設に伴い換気設備の改修を行うもの。

　図示のとおり、空気調和設備の新設に伴い自動制御設備を改修するもの。

 ● 技能士の適用 　○ 配管施工（配管工事）　  ● 建築板金施工（ダクト製作および取付け）

　● 熱絶縁施工（保温工事）　○ 冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

 ● 建設発生土の 　● 埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

　●　消　 火 　設 　備 　一 式

　工事に伴う発生材については、請負者の責任において関係法令に基づき適正処分すること。

　図示のとおり、既存機器及びダクト類などを撤去する。

　図示のとおり、空気調和設備の新設に伴い電源工事を行うもの。

７．撤去工事

８．電気設備工事

 ● 防火上主要な間仕

　図示のとおり、空気調和設備の新設に伴い排水設備の改修を行うもの。

　図示のとおり、２階観覧席通路の天井改修に伴いスプリンクラーヘッドの撤去及び再設置を行うもの。

　図示のとおり、空気調和設備の新設に伴い敷地内都市ガス配管の分岐により引込を行うもの。

４．排水設備

５．消火設備

６．ガス設備

　　いる（当初契約の工期末は令和３年３月31日とするが、契約後に工期延長及び経費の再計算に基づく

 ● 埋め戻し土 　● 根切り土の中の良質土（ただし管の周囲は山砂、川砂又は再生砂）

　〇　建 　築　 工　 事

　　　本工事は、市議会の議決（専決処分を含む）により、令和３年７月21日までの工期延長を予定して

南長野運動公園　体育館空調設備改修



 ● 保温及び消音

項　　　目章 特　　記　　事　　項

　○ 還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

　○ 外気ダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）　　内張り

　○ 膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の

　　膨張管の項による。

　○ 建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の膨張管の項による。

　○ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編

　　３.１.５の排水管の項による。

　○　フード・ダクト間の防火ダンパ設置

　○　火気使用室排気ダクト　ロックウール保温材５０ｍｍ

　グラスウール保温筒＋鉄線＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板とする。

　　なお、上記配管で、凍結の恐れがある屋外箇所は、凍結防止帯巻の上

　注１：各配管の保温厚で標準仕様書中厚さ３０ｍｍ未満の箇所はすべて厚さ３０ｍｍ

　　　以上とする。（ただし、排水管、ドレン管、冷媒管は除く）

　注２：上記は保温材の種類を示すもので、それ以外の仕様は標準仕様書による。

　給水、給湯、消火、冷温水、冷却水は、図示による水抜きが確実にできるよう

　水抜き位置に向かって下り勾配とする。

 （１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

 （２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

　○ 高圧１ダクトの適用範囲は図示による｡

　○ ステンレスダクト及び塩化ビニールダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

　○ 厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを

　　使用する。

　取り付け箇所は図示による。

 （１）防煙ダンパー　　　　復帰方式（○ 遠隔　○　　　　　）

　　　　　　　　　　　　 　定格入力はＤＣ２４Ｖ、０.７Ａ以下とする。

 （２）ピストンダンパー　　復帰方式（○ 遠隔　○　　　　　）

 （１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

 （２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で

 　　　消音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による｡

 （３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する｡

　使用する電線類はＥＭケーブルとし、規格は標準仕様書第４編1.5.1表4.1.11の

　　の配線 　使用する電線類の規格による。（機器、盤類は除く）

　屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

　天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

　　耐火カバー

 ○ 和風大便器

　図示による。

　○ 設ける（ピット内は除く）　　○設けない

　小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は４Ｌ／回以下とし、使用状況に

　　装置 　より洗浄水量を制御できるものとする。

　洗浄水量が6.0 L/回以下のものとする。

　

 ○ 量水器 　○親メーター（○ 貸与品　○　　　 ）　○ 子メーター（○ 買い取り　○　　　 ）

 ○ 量水器桝 　○水道事業者指定品（○ 貸与品　○ 買い取り）　○ 標準図ＭＣ形

　ＪＩＳ又はＪＶ ○ 水道直結部分（ ○１０Ｋ　○　　　　　　）　

 ○ 引込納付金等 　○ 要（○ 別途　○ 本工事に含む）　　○ 不要

（１）屋内排水管

      通  気  管

　　排水管          
　洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

　図示の箇所に取り付ける。

　○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

　　　　　　　　　　 地中 ○ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管　SGP-VS

　　　　　　　　　　 地中 ○ 水道用硬質ポリ塩化ビニル管　HIVP

 ○ 消火器

 ○ 建物導入部配管 　標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）○ (a)　○ (b)　○ (c) による。

 ○ システム

 ○ 厨房用熱源

 ○ 機器の機能等

　図示による。

　図示による。

 ○ 充 て ん 容 器   別途（○５０ｋｇ　　○　　　　　　○　　　　　　　）×　　本

 ○ 集　合　装　置   標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　本組。

 ○ 転 倒 防 止 等   標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（ａ）　○（ｂ））による。

 ○ 電 気 防 食 　○ 要　　　　○ 不要

○
厨
房
設
備

○
排
水
処
理
設
備

 ○ 設備方式

 ○ 仕様等 　図示による。

　○ 特別管理産業廃棄物は（○　　　　　○　　　　　○　　　　　）とする。

　○ 再資源化を図るものは（○　　　　　○　　　　　○　　　　　）とする。

 ○ フロン回収 　○ 業務用冷凍空調機器の廃棄については、関係法令に基づき行程管理制度によって

    登録業者にフロン回収運搬をさせ、許可業者に処理を行わせ、委託確認書及び

    引取証明書の写しを提出する。

○
昇
降
機
設
備

 ○ 定員・積載           　　人　　　　ｋｇ

 ○ 速度                   　m／min

 ○ その他

図面番号
工事設計図

長 野 市 建 設 部 建 築 課

　　　　○ リサイクル硬質塩化ビニル発泡三層管　RF-VP

　　　　○ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管　RS-VU

　　　　○ 排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管　REP-VU

　○ ドライシステム　　　　　　　　　　○

　○ 粉末消火器（蓄圧式）３kg　○ 強化液（中性）３L

　○ 排水再利用　　○ 厨房除害　　○ 浄化槽

　○ 乗場遮煙性能　　　　　○ 利用者制限機能

（２）屋外（第一桝まで）

　　　　○ リサイクル硬質塩化ビニル発泡三層管　RF-VP

 なお、少量(２t車１台程度)の場合は、自社保管場所にて保管後適正処分も可とする。

　● 構外搬出適法処理をし、マニフェストA票、E票の写しを提出する。

工事場所

Ｎ

　S=NON案 内 図

特記仕様書（２）　案内図

　●　排気ダクト　外壁より　○１ｍ（樹脂製ダクト）　　●２ｍ（金属製ダクト）

 ● 試　　　 験

●
空
気
調
和
設
備

 ●　機器

 ●　配管

●
 
換
 気
 設
 備

 ●方式

　●水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とし、配管の末端に吸気弁を設置する。

●
ガ
ス
設
備

 ● ガス種別

 ● 配管材料

●
撤
去
工
事

 ● 撤去内容

 ● 発生材の処理

　● 撤去内容は図示による。

　●　空調用ドレン管　発泡塩化ビニル層

令和２年度

（１）地中埋設配管 〇　水道用ポリエチレン二層管（不凍栓まで）

　　　　　　　　　 （２）地中　ポリエチレン被覆鋼管

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹

犀南区

篠ノ井東福寺中組公民館

篠ノ井東福寺

合戦場一丁目 合戦場二丁目

金井田

川中島町御厨

篠ノ井東福寺

合戦場二丁目合戦場一丁目

合
戦
場
三
丁
目

上庭
畑中

県道松
代篠ノ井線

犀南保健センター

南部勤労青少年ホーム

金井田公民館

上庭公民館分館

東部保育園

小学校

小森西公民館

唐臼公民館分館

畑
中
公
民
館

南
原
第
六

実
境
寺

東
区
公
民
館

東
福
寺
上
組
公
会
堂

篠ノ井東

上庭公民館

下布施公民館

公
民
館

北信運転免許センター

里島

川中島町原

長野南
警察署

篠ノ井東児童センター

国道１８号

南長野運動公園
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M-02

　● 都市ガス  　　〇 液化石油ガス

　〇 液化石油ガス　（１）一般　配管用炭素鋼鋼管　SGP（白）

　● 都市ガス　　ガス事業者の供給規定による。

  ○ 本工事（図示による）　〇 別途工事(　電気設備工事　　　　　　　　　） 〇 ガス漏れ警報器

　〇　給水管　ポリスチレンフォーム保温筒　

　〇　給湯管　グラスウール保温筒　埋設部はワンタッチ保温材２０ｍｍ

　〇　排水管　グラスウール保温筒　　ピット内保温　〇　有　　○　無

　〇　消火管　ポリスチレンフォーム保温筒　　〇　屋内消火管　　

　〇　水抜きできない管　　　　　　　○　スプリンクラー配管

 （○ 槽内　〇ﾋﾟｯﾄ内）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

　〇　コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

 〇 吊り及び支持金物

 〇 配 管 勾 配

　○　寒冷地用ヒートポンプエアコン　　　〇　一般用ヒートポンプエアコン

　●　ガスヒートポンプエアコン　　　　　○　ガス式FF暖房機

　〇　FF式灯油暖房機　　　　　　　　　　○　FF式ペレットストーブ

　〇 パネルヒーター　　　　　　　　　　 ○　遠赤外線ヒーター

　〇　メーカー仕様  　●　国土交通省仕様

　●第１種換気　　　○第２種換気　　〇第３種換気　　○全熱交換機

 ● ダクト
　● コーナーボルト工法ダクト（長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分）

 ● 風量測定口

 ● ダンパー

 ● チャンバー

●
自
動
制
御
設
備

 ● ｼｽﾃﾑ構成その他

〇
衛
生
器
具
設
備

 〇 小便器自動洗浄

 〇 洋風便器

 ● 電気計装工事

 〇 配管材料  （１）屋内消火栓　　一般 〇 配管用炭素鋼鋼管　SGP（白）

〇
給
湯
設
備

 〇 機器

 〇 配管材料

 〇 弁類

　〇 ガス給湯器　　　〇 電気給湯器

　〇 水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　SGP-HVA（屋内露出）

　〇 水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　SGP-WHTLP（屋内埋設）

　ＪＩＳ又はＪＶ　（ 〇 ５Ｋ　　　　○ １０Ｋ　　（図示部分））

 〇 洗面器等の

 〇 満水試験継手

　　　　〇 排水・通気用耐火二層管　VP

　　　　〇 硬質ポリ塩化ビニル管　VP

　　　　〇 排水・通気用耐火二層管　VP

〇
　
給
　
水
　
設
　
備

 〇 配管材料

 〇 水栓

 〇 弁類

 〇 管の埋設深さ

 〇 建物導入部配管 　標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○ (a)　○ (b)　〇 (c)　による。

　管の上端より、凍結深度（　〇　６０ｃｍ　○　８０ｃｍ　）以上とする。

　〇 その他の部分（ 〇  ５Ｋ　○　　　　　　）

　〇　水道用硬質ポリ塩化ビニル管　HIVP（不凍栓まで）

　〇　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　SGP-VD（不凍栓以降）

（２）その他の一般配管（上水）　〇 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　SGP-VB

　〇 全熱交換ユニット用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、外気側　OA,SA共）

　● 冷媒管の外装の種別は（ ● ステンレス鋼板　　●　樹脂製化粧カバー　）

 ● メ　ー　タ　ー

 ● 引込負担金等 　○ 要（○ 別途　　○ 本工事に含む）　　● 不要

　● 供給業者

●
　
排
　
水
　
設
　
備

 ● 配管材料

　　　　● 硬質ポリ塩化ビニル管　VP

　　　　〇

　　　　● 硬質ポリ塩化ビニル管　VU（屋外建物第一桝まで）

●
消
火
設
備

 ● その他 　● スプリンクラー設備　　○

　〇アングルフランジ工法ダクト

（● 共板フランジ工法ダクト　〇 スライドオンフランジ工法ダクト）

　●　スパイラルダクト

　　　　〇 耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管　HTVP



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

M-03配置図　凡例・管材　保温仕様　機器表

天井点検口 屋内 □450

風量調節ダンパー

逆流防止ダンパー

手動式

緩衝材共

モータダンパー AC24V　開／閉

機械室

機械室

機械室

MD

VD

CD

保温仕様

国土交通省仕様＋樹脂製化粧カバー（ドレン管共巻き）

国土交通省仕様＋ＳＵＳラッキング（ドレン管共巻き）
冷媒管

名　称

長方形ダクト

グラスウール保温材　鋲＋保温板＋カラー亜鉛鉄板

グラスウール保温材　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板＋アルミガラスクロス粘着テープ

グラスウール保温材　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板＋アルミガラスクロス粘着テープ

摘　要箇　所

屋外露出

屋内露出

屋内露出

機械室・倉庫

屋内隠ぺい

名 称記 号

撤去機器表

全熱交換器ユニット 　回転形全熱交換器　送排風機組込　処理風量 18000ｍ3/Ｈ　3φ-200VＨＥＵ-１’

台数

２

既存品番

西部技研

PAU-FP215OT

仕　様

　全熱交換器0.4kW　送風機　給気11kW　排気7.5kW

　フィルター：中性能ＮＢＳ80％＋プレフィルター　付属品一式

　天吊形　ラインファン　＃No.3 1/2　3φ-200V　0.3kW

ＦＳ-１’

ＦＥ-１’

給気用送風機 ２

２排気用送風機

　天吊形　ラインファン　＃No.3 1/2　3φ-200V　0.3kW

屋内消火管（ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ）SP 既存　配管用炭素鋼鋼管　JIS G 3452　SGP(白)

名 称記 号

撤去機器表（移設・再使用）

ＰＡＣ-１’ パッケージエアコン

　内外連絡線　ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ（配線共）　液管/ｶﾞｽ管 φ9.52/φ15.88

　★鋼製架台及び基礎 新設　付属品一式

台数

２

既存品番

三菱

MPUZ-WRP160HA3

仕　様

ＦＥ-２’ 排気用送風機 １　天吊形　ラインファン　＃No.4　3φ-200V　0.7kW

　消音ボックス付　風量 3000ｍ3/H

　バッテリー 40Ah　バッテリー格納用自立ボックス（信号線・交流電源線

　都市ガス13A

　バッテリーケーブル共）　自立切替盤（自立運転/停止）　付属品一式

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

名 称 仕　様

室外機

記 号

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

室内機

台数 参考品番

新設機器表

２

１ＧＨＰ-１-１

ＧＨＰ-１

　床置ダクト形　冷房140.0KW　暖房160.0KW　３φ-200V　外気処理

　新設用　冷房71.0KW　暖房80.0KW　3φ-200V　

　都市ガス13A　付属品一式

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

室外機

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

室内機

１

ＧＨＰ-２ ３

ＧＨＰ-２-１ 　床置ダクト形　冷房160.0KW　暖房180.0KW　３φ-200V　外気処理

　都市ガス13A　付属品一式

　新設用　冷房56.0KW　暖房63.0KW　3φ-200V　

　コントロールパネル(本体付属)　フィルター（防カビ樹脂ネット）

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

室外機

ＧＨＰ-３ １

　コントロールパネル(本体付属)　フィルター（防カビ樹脂ネット）

　送風機（シロッコファン）11kW×1　風量 25500ｍ3/H

　送風機（シロッコファン）11kW×1　風量 30600ｍ3/H

(１階 アリーナ北)

(１階 アリーナ南)

ABGP560F2ND

AWGP560G1ZD

AWGP710G2ZD

AXVP1600MA

AXVP1400MA

　防振架台　消臭触媒仕様　防雪フード　分岐管　冷媒：R410A

　防振架台　消臭触媒仕様　防雪フード　分岐管　冷媒：R410A

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

室内機

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝＧＨＰ-４

ＧＨＰ-３-１

１

　天吊形　冷房14.0KW　暖房16.0KW　１φ-200V ４

室外機

(２階 観覧席東) 　内外連絡線　ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ（配線共）　ドレンアップキット（機内組込型）

　付属品一式

ABGP560F2ND

AXHP140MA

ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

室内機

ＧＨＰ-４-１ 　天吊形　冷房14.0KW　暖房16.0KW　１φ-200V ４

ＦＥ-１ １

排気用送風機 １ＦＥ-２

　バッテリー 40Ah　バッテリー格納用自立ボックス（信号線・交流電源線

　バッテリーケーブル共）　自立切替盤（自立運転/停止）　付属品一式

排気用送風機

ＦＥ-３

ＦＳ-１

排気用換気扇

給気用換気扇

　付属品一式

　窓枠据付格子タイプ　φ300　電気式シャッター　風量 690ｍ3/H

　窓枠据付格子タイプ　φ200　電気式シャッター　風量 660ｍ3/H

　ＳＵＳ製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(防虫網)　付属品一式

２

２ EX-20SC3-RK

EX-30SC3-RK

(２階 観覧席西)

　天吊形　片吸込　シロッコファン　11.0kW　３φ-200V　風量 23000ｍ3/H

　天吊形　片吸込　シロッコファン　11.0kW　３φ-200V　風量 22000ｍ3/H

　内外連絡線　ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ（配線共）　ドレンアップキット（機内組込型）

　付属品一式

41/2SRM4

41/2SRM4

AXHP140MA

　防振架台　消臭触媒仕様　防雪フード　分岐管　冷媒：R410A

　防振架台　消臭触媒仕様　防雪フード　分岐管　冷媒：R410A

　都市ガス13A

　防振架台　付属品一式

　防振架台　付属品一式

　電源自立型　冷房56.0KW　暖房63.0KW　3φ-200V　

　電源自立型　冷房56.0KW　暖房63.0KW　3φ-200V　

　インバータ制御（風量調整）　天吊用架台　付属品一式

　インバータ制御（風量調整）　天吊用架台　付属品一式

　天吊形　冷房14.0KW　暖房16.0KW　3φ-200V　冷媒：R410A

室外機

長方形ダクト 屋内・機械室 亜鉛鋼板　JIS G 3302

G ガス管 屋外埋設・屋外露出

屋外埋設

その他

硬質ポリ塩化ビニル管  VU

硬質ポリ塩化ビニル管  VP

都市ガス13A　ガス事業者の供給規定による

冷媒管R

凡例・管材

名　称記　号

D ドレン管

冷媒用被覆銅管（内外接続線共）

硬質ポリ塩化ビニル管  VP　保温付

施工場所

屋内・屋外

屋内・屋外

仕　様

排水管

多目的競技場
第４駐車場

第３駐車場
第２駐車場

テニスコート

クラブハウス

総合球技場

第１駐車場

市道　川中島３１４号線

　S=NON配 置 図 工事場所 体育館

Ｎ

ボックス(内貼り) 機械室 SA/RAチャンバー：銅きっ甲金網、消音エルボ/チャンバー：ガラスクロス



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

M-04空気調和・換気設備系統図

MDVD

EA O
A

ファンルーム（１）

MDVD

EA OA

ファンルーム（１）

MD
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VD

13
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60
0
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×
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ダ
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SA

RA
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VD CD

R
A
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A

HEU

1’

GHP

MD
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A
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A

VD

φ
85

0

ファンルーム（２）

1F
O
A

E
A

ファンルーム（２）

OA

MD

MD

MD

φ
8
0
0

φ
80

0

MD

VD

E
A

EA

(AC-1)

(FE-9)

EA

コ
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ク
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ー
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ダ
ク

ト

2F

OA

(AC-1)

(FE-9)

コ
ン

ク
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ー
ト

ダ
ク

ト

SA

RA

RA
φ

80
0

HEU

1’

GHP

R
A

OA

OA

OA

OA

アリーナ

アリーナ

2F

1F

　φ 9.52/φ22.22

　φ 9.52/φ15.881

GHP
 ×2

1-12-1

GHP

2
 ×3

GHP GHP

34

GHP

4-1
 ×4

GHP
 ×4

3-1

R

R

R

R

③ ③②

①

④ ④ ④

　S=NON

　S=NON

撤去 空気調和・換気設備系統図

1

FE

改修 空気調和・換気設備系統図

φ
80

0
φ

8
00

φ800

観覧席

観覧席

屋外 屋外

④

④

④

＜凡例＞　 　既存機器及び配管類撤去範囲（天井改修共）

　φ15.88/φ28.58

冷媒配管サイズ

 記号 液管/ガス管

①

②

　φ19.05/φ38.10

③

④

　φ19.05/φ31.75　

　φ15.88/φ31.75

⑤

⑥

⑦

　φ12.70/φ28.58

⑦

⑥ ⑤

⑦ ⑦⑦ ⑦ ⑦

⑥

⑦ ⑦

⑤

PAC

1’

（２階エントランス系統）

再使用

（移設） （移設）

PAC

1’

（２階エントランス系統）

再使用

（移設） （移設）

R

11
0
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80
0

2
30

0
2
30

0

EA
CD

2

FS

1’

FE

1’

FE

FS

1’
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 ※吸込口新設

CD

VD
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VD



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

１階 平面図　S=1/250

UP

階段(4)

UP

DN

階段(1)

UP

ファンルーム

(1)
倉庫(4)選手控室(2)中庭(2)

選手控室(1)

倉庫(3)

湯沸室

WWC(1)

障害者
WC

空調機械室(2)

保健室

EV機械室

EV

器具庫(1) 器具庫(2)

廊下(2)

階段(3)

放送室

幼児室

アリーナ

通路

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

Ｎ

ファンルーム(2)

WC(2)

(1)

プール

受付カウンター

(2)
(2)

洗面室

(5)

倉庫

職員更衣室(2)
職員更衣室(1)

階段(2)

MWC(1)

S･S S･S

エントランスホール(1)

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

12 13 14 15

監視室

応接室

事務室

幼児用プール

シャワー室

倉庫(2)障害者更衣室

会議室中庭(1)

ジャグジー

風除室(1)

１階平面図 M-05

M-07・08　空気調和設備

１階　改修・撤去詳細平面図（１）参照

M-09　空気調和設備

１階　改修・撤去詳細平面図（２）参照



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

M-06２階平面図　換気回数表

階段(1)

階段(4)
DN

DN

階段(3)

暗
幕

DN

DN

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

　S=1/250

Ｎ

ランニングトラック

２階 平面図

EV

観覧席(452人)

吹抜

M-10・11　空気調和設備

２階　改修・撤去詳細平面図 参照

室 名 床 面 積 平均天井高 気 積 判定換気回数 判定換気量 換 気 種 別 排気量 判 定

アリーナ 15.8 ｍ 35818.6ｍ3 0.2 回/H2267ｍ2

観 覧 席  182ｍ2  2.3 ｍ   418.6ｍ3 0.3 回/H

第１種換気 GHP-2-1 FE-2 22000ｍ3/H
∴利用可能

合　計 7290ｍ3/H

 126ｍ3/H

7164ｍ3/H

給気機 排気機

換気回数表 24時間換気

7290ｍ3/H ＜ 22000ｍ3/H



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

　S=1/150１階 改修詳細平面図（１）

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

階段(4)

DN

UP

倉庫(4)選手控室(2)
中庭(2)

選手控室(1)

倉庫(3)

湯沸室

廊下(2)

階段(3)

放送室

幼児室

18 19 20 21 22 23 24 25 26

空調機械室(2)

保健室

EV機械室

27 28

器具庫(1) 器具庫(2)

（１）
ファンルーム

砂利

M-07空気調和設備　１階　改修詳細平面図（１）

Con

砂利

Ｎ
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＜凡例＞　 　既存ダクト保温範囲（器具庫露出部及びアリーナ天井内）

700×1100

　φ 9.52/φ22.22

　φ 9.52/φ15.88

　φ15.88/φ28.58

冷媒配管サイズ

 記号 液管/ガス管

①

②

　φ19.05/φ38.10

③

④

　φ19.05/φ31.75　

　φ15.88/φ31.75

⑤

⑥

⑦

　φ12.70/φ28.58

アリーナ

550×500

EA

FS

1

再使用

2’

FE

3

既存ダクト接続

GHP

4

R R,④ ④

R
R

④

④

GHP

3

③

R

R

③

① 室外機基礎 新設

２箇所

1180×2390×H150

1180×3720×H150

１箇所

GHP

1

×2

FE

自立ボックス R

①

300×200

300×200



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

階段(4)

DN

UP

倉庫(4)選手控室(2)
中庭(2)

選手控室(1)

倉庫(3)

湯沸室

廊下(2)

階段(3)

放送室

幼児室

18 19 20 21 22 23 24 25 26

空調機械室(2)

保健室

EV機械室

Ｎ

27 28

Con

器具庫(1) 器具庫(2)
砂利

（１）
ファンルーム

砂利

　S=1/150１階　撤去詳細平面図（１）

M-08空気調和設備　１階　撤去詳細平面図（１）

700×1100

消音BOX 2000×1300×700

1
6
00

×
4
0
0

φ
2
0
0

3
00

×
2
0
0

300×200

300×200

650×400

4
0
0×

60
0

4
00

×
6
0
0

EA

O
A

FE-14 FE-14

FDFD

VD

25
0
×

2
00

VD VD VD VD VD VD VD VD VD VD VD VD VD VD VD1250×500 1250×500200×200 250×250 300×300 300×300 250×250 200×200
VD

FD FD

VD

FD FD

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

φ
2
0
0

HEU-1’系統は別紙詳細平面図を参照

既存ダクト撤去範囲

既存天井改修範囲

　　　ＬＧＳ下地（既存）

　　　ＬＧＳ下地（既存）

既存：ロックウール化粧吸音板 t=2.0 下張り 石膏ボードt=9.5

改修：ロックウール化粧吸音板 t=2.0 下張り 石膏ボードt=9.5

アリーナ

300×200

550×500

FS

FE

再使用

1’

1’

2’

ＯＡ・ＥＡ接続ボックス

既存開口補修

既存ダクト接続

FE

300×200

300×200



　S=1/150１階 改修詳細平面図（２）

　S=1/150

Ｎ

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

Ａ

Ｂ

Ｃ

１階 撤去詳細平面図（２）

通路

Ｎ

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

Ａ

Ｂ

Ｃ

通路

図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

3
0
0×

20
0

3
0
0×

20
0

φ850

φ
8
00

φ
8
00

OA

E
A

EA

OA

R R

２階エントランス

＜凡例＞　 　既存機器及び配管類撤去範囲（ダクト固定金具共）

R

R

R R

２階エントランス

,

R

ノズル（S付）φ300
17

OA 1050ｍ3/H

GHP

2
×3

×2
PAC

再使用

1’

,

M-09

⑦ ⑦

⑦ ⑦

室外機基礎 新設

空気調和設備　１階　改修・撤去詳細平面図（２）

　φ 9.52/φ22.22

　φ 9.52/φ15.88

　φ15.88/φ28.58

冷媒配管サイズ

 記号 液管/ガス管

①

②

　φ19.05/φ38.10

③

④

　φ19.05/φ31.75　

　φ15.88/φ31.75

⑤

⑥

⑦

　φ12.70/φ28.58

,⑦ ⑦

, ,④ ④ ④

冷媒管２箇所

冷媒管２箇所

既存管接続

既存管切断

アリーナ

アリーナ

1’1’

FEFS

再使用

×2
PAC

1’

ＯＡ・ＥＡ接続ボックス

既存開口補修

FE

3

FS

1 1180×8680×H150

ファンルーム(2)

ファンルーム(2)

土

土

SA 1130ｍ3/H

自動風向可変ノズル φ340

18

吹出口

吹出口

アリーナ

アリーナ

1100×800 1100×600 1100×500

（結露防止型・S付）

SA 1130ｍ3/H

吹出口

アリーナ

９（結露防止型・S付）

ＶＨＳ　450×450



Ｎ

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

階段(4)

DN

階段(3)

DN

DN

観覧席(452人)

　S=1/150２階 改修詳細平面図

図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

R
R

D

GHP

4-1

GHP

3-1

貫通口穴あけ補修

窓下腰壁

 ×4

R R R
R R R

D
20V 20V

D
20V

D D
20V

DDD
20V 20V

D

D
25

V

D
25

V

D
25

V

D
25

V

 ×4

④

④

６箇所　鉄筋探査共

M-10

⑤

⑥ ⑦⑦⑦⑦⑦ ⑦ ⑦ ⑦

⑤

⑥

　φ 9.52/φ22.22

　φ 9.52/φ15.88

　φ15.88/φ28.58

冷媒配管サイズ

 記号 液管/ガス管

①

②

　φ19.05/φ38.10

③

④

　φ19.05/φ31.75　

　φ15.88/φ31.75

⑤

⑥

⑦

　φ12.70/φ28.58

空気調和設備　２階　改修詳細平面図

アリーナ

, R R④ ④R R,④ ④
屋内露出

ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ×４

排水溝に放流

25V

屋内露出

20V 20V

天井点検口新設 ワイヤードリモコン新設

鍵付リモコンボックス

配線共

□450　８箇所



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

Ｎ

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

階段(4)

DN

DN

DN

観覧席(452人)

M-11

　S=1/150２階 撤去詳細平面図

アリーナ

階段(3)

空気調和・消火設備　２階　撤去詳細平面図

　　　ＬＧＳ下地（既存）

　　　ＬＧＳ下地（既存）

80A

4
0A

25A

SP SP

既存：アルミスパンドレル t=1.0

改修：アルミスパンドレル t=1.0（既存材利用）

既存天井改修範囲

SP
80A80A 65A 50A 50A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

65A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

2
5A

40A

アルミスパンドレル新設

既存材欠損部及び継ぎ手新設部

＜凡例＞　 　既存天井取外し及び再取付け範囲

　スプリンクラーヘッド（閉鎖型）撤去及び再取付　18個

　アルミスパンドレル継ぎ手新設

電気設備工事 既存器具撤去及び再取付（本工事）

　照明(FL20W　埋込)　 18個

　スピーカ（埋込）　 　8個

　火災報知器（埋込）　 2個

　非常照明（埋込）　　 4個

※スプリンクラー未警戒時対応

　（消火器仮設置、水抜き及びエアー抜き作業共）



　S=1/50ファンルーム（１） 改修詳細平面図

図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

27

Ｉ

Ｈ

28

M-12

27

Ｉ

Ｎ

Ｈ

28

上 部 下 部

ファンルーム（１）

ファンルーム（１）　改修詳細平面図

Ｎ

ファンルーム（１）

ＯＡ接続ボックス

4000×1000×H2840

ＥＡ接続ボックス

2330×800×H2340

CP-4

1M-8

ＯＡ接続ボックス

4000×1000×H2840

ＥＡ接続ボックス

2330×800×H2340

1300×600

1050×700

700×1100 700×1100

FJ

1100×750

FJ

FJ

MD 1050×700

RA

　1300×600

SA

　FJ 1300×400

1600×1300×H850

VD 1100×700

GHP

1-1

2450×800×H2200

ＲＡチャンバー

ＳＡチャンバー

1000×750

1300×600

1
30

0
×

6
00

φ700

　φ12.70/φ28.58

⑦

⑥

⑤

　φ15.88/φ31.75

　φ19.05/φ31.75　

④

③

　φ19.05/φ38.10

②

①

液管/ガス管 記号 

冷媒配管サイズ

　φ15.88/φ28.58

　φ 9.52/φ15.88

　φ 9.52/φ22.22

1

FE

既存ダクト接続

1300×600

　MD 1300×600

既存基礎再使用

3810×2640×H150

補修共

1600×1300×H850

ＳＡチャンバー

自立切替盤(GHP-4用)

自立切替盤(GHP-3用)

40V

ＲＡチャンバー

2450×800×H2200

D

R

貫通口穴あけ補修

２箇所　鉄筋探査共

①

SA

　FJ 1300×400 　1300×600

RA

　MD 1300×600

50V（埋設）

CD 1000×750

１箇所

VD 1000×750

間接排水口・配管端防虫網
間接排水口

２箇所
温度計１個

温度計１個

温度計１個

温度計１個

風量測定口

風
量

測
定

口

風
量

測
定

口

風量測定口

25
V

32
V

,② ④

内貼り50㎜共

内貼り50㎜共

内貼り50㎜共

内貼り50㎜共

既存ボックス補修

開口及び閉塞

既存ボックス補修

開口及び閉塞



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

Ａ

Ｎ

Ｂ

17 18

Ａ

Ｎ

Ｂ

17 18

M-13

　S=1/50

上 部 下 部

　φ12.70/φ28.58

⑦

⑥

⑤

　φ15.88/φ31.75

　φ19.05/φ31.75　

④

③

　φ19.05/φ38.10

②

①

液管/ガス管 記号 

冷媒配管サイズ

　φ15.88/φ28.58

　φ 9.52/φ15.88

　φ 9.52/φ22.22

ファンルーム（２） 改修詳細平面図

ファンルーム（２）

ファンルーム（２）

ファンルーム（２）　改修詳細平面図

消音ボックス

1600×550×800

ＯＡ接続ボックス

3800×670×H1480

1M-7

CP-5

MD 1100×700

1650×950

φ
8
00

ＯＡ接続ボックス

3800×670×H1480

ＥＡ接続ボックス

2300×620×H2350

85
0
×

1
30

0

VD 900×900

断熱フレキφ450

断熱フレキφ450

VDφ450 VDφ450 VDφ450 断熱フレキφ450 VD
 
11

0
0×

80
0

1100×800

FJ

FJ

FJ

ＲＡチャンバー

2450×800×H1850

ＲＡチャンバー

2450×800×H1850

ＳＡチャンバー

2200×1300×H1200

ＳＡチャンバー

2200×1300×H1200

1
30

0
×

6
50

消音エルボ

1100×800

1600×800

2050×900×H1000

チャンバーボックス

既存ダクト接続

FE

2

GHP

2-1

RA

　1350×600

SA

　FJ 1800×460

RA

　1350×600

SA

　FJ 1800×460

D

ＥＡ接続ボックス

2300×620×H2350

32
V

,④,④ ④

40V 50V(埋設)

１箇所

貫通口穴あけ補修

４箇所　鉄筋探査共

R

R

R

　MD 1350×600

　MD 1350×600

2
5V

既存基礎再使用

補修共

3830×2650×H150

ガイドベーン付

貫通口穴あけ補修

２箇所　開口補強共

C
D 

8
50

×
8
5
0

V
D 

8
50

×
8
5
0

ＲＡ吸込口（ＧＶＳ）

間接排水口・配管端防虫網
間接排水口

２箇所

風量測定口

風
量

測
定

口

風
量

測
定

口

温度計１個

温度計１個温度計１個

温度計１個

風量測定口

内貼り50㎜共

内貼り50㎜共

内貼り50㎜共

内貼り50㎜共

内貼り25㎜共

既存ボックス補修

開口及び閉塞
既存ボックス補修

開口及び閉塞

風量測定口



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

ファンルーム（２）

Ａ

Ｎ

ファンルーム（２） 撤去詳細平面図　S=1/50

Ｂ

17 18

ファンルーム（１）

27

Ｉ

Ｎ

Ｈ

28

ファンルーム（１） 撤去詳細平面図　S=1/50

M-14ファンルーム（１）（２）　撤去詳細平面図

φ850

φ850

ＳＡチャンバー

1810×1100×H1200

ＳＡチャンバー

1300×1000×H1400

ＯＡ接続ボックス

3800×670×H1480

ＥＡ接続ボックス

2300×620×H2350

ＥＡチャンバー

1200×1000×H1000

800×800

1M-7

CP-5 9
00

×
8
0
0

φ
8
00

ＲＡチャンバー

2920×800×H750

MD

VD

MD1
1
00

×
7
0
0

既存ダクト切断

CP-4

700×1100

1300×600

800×600

1000×800

2210×910×H1450

SAチャンバー

1670×800×H650

1310×810×H2000

ＯＡ接続ボックス

4000×1000×H2840

ＥＡ接続ボックス

2330×800×H2340

ＯＡチャンバー

ＲＡチャンバー

1M-8

MD

VD
MD

既存ダクト切断

＜凡例＞　 　既存機器及び配管類撤去範囲

HEU

1’

HEU

1’

＜凡例＞　 　既存機器及び配管類撤去範囲



１階 平面図　S=1/250

UP

階段(4)

UP

DN

階段(1)

UP

選手控室(2)中庭(2)
選手控室(1)

倉庫(3)

湯沸室

WWC(1)

障害者
WC

空調機械室(2)

保健室

EV機械室

EV

器具庫(1) 器具庫(2)

階段(3)

放送室

幼児室

通路

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

WC(2)

(1)

プール

受付カウンター

(2)
(2)

洗面室

(5)

倉庫

職員更衣室(2)
職員更衣室(1)

階段(2)

MWC(1)

S･S S･S

エントランスホール(1)

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

12 13 14 15

監視室

応接室

幼児用プール

シャワー室

倉庫(2)障害者更衣室

会議室中庭(1)

ジャグジー

風除室(1)

倉庫(4)

ファンルーム
(1)

(2)

ファンルーム

アリーナ

廊下(2)

Ｎ

事務室

　　ＧＨＰ-３及び４共通（個別運転）

図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

GHP
 ×3

2

1M-7

CP-5

M-15

GHP

3

GHP

4

CP-4

1M-8

自立切替盤(GHP-3用)

自立切替盤(GHP-4用)

ワイヤードリモコン新設

４個　配線共

GHP

2-1

GHP

1
 ×2

GHP

1-1

S+ S-

バッテリー 充電器出力
2ﾋﾟﾝ

INV出力
3ﾋﾟﾝ

制御コネクタ 内/外 外/外 遠隔 異常1 異常2運転中

外部

電源入力
Ｄ種接地

F1 F2 F2F1 - - J1 J2 J3 J4 J5 J6 R1 S1 T112ﾋﾟﾝ

S+ S-

バッテリー

2ﾋﾟﾝ

制御コネクタ

12ﾋﾟﾝ

発電出力(ブレーカー)
RJ SJ

外部ＳＷ
JS1 JS2 0V +12V

リモコン

N PR S

内/外

F1 F2

リモコン

N PR S

内/外

F1 F2

リモコン

N PR S

内/外

F1 F2

リモコン

N PR S

内/外

F1 F2

室内機① 室内機② 室内機③ 室内機④

Ｄ種接地

分電盤(1M-8)

三相200V

漏電遮断機

N P N P

(
自

立
ボ

ッ
ク

ス

（防火区画貫通処理）

自立ボックス

<ファンルーム(1)><屋外>

<２階 観覧席>

リモコン リモコン

<１階 事務室>

（防火区画貫通処理）

天井点検口新設

□450　９箇所

貫通口穴あけ補修

EM-AEｹｰﾌﾞﾙ 1.2㎜-2C

※冷媒管に共巻き

充電器入力

3ﾋﾟﾝ

INV入力

※コントロールパネル　

　本体付属

※コントロールパネル

　本体付属

自立切替盤

壁付けコンセント

〈室内機>

10A 30mA

漏電遮断機
1.012kW

消費電力

　自立ボックス

　バッテリー(40Ah)

　自立切替盤

個数 参考品番

AGBOX40A

AGBAT40A

AGLS2A

名 称

２

２

２

遠方操作盤（再使用）

銘板変更

電源線

(商用電源)

(
室

外
機

-
自

立
切

替
盤

)

電
源

線

+
I
E2

.
0

+IE2.0×2

自立信号線

発電出力線 EM-CE22㎜2-2C

E
M
-C

E
3.

5
㎜

2
-3

C

EM-CE5.5㎜2-3C

電源線(室内機-自立切替盤) EM-EEF2.0㎜-3C

外部出力AC100V(20A)

EM-EEF2.0㎜-3C

自立切替盤信号線

EM-CEE-S1.25㎜2-6C

EM-CEE-S1.25㎜2-4C

（内外接続線）

接地線 IE2.0

７箇所　鉄筋探査共

電源自立型 ガスヒートポンプエアコン 電源・制御配線図

部品一覧（１）

自動制御設備　１階平面図　部品一覧（１）

リモコン信号線 EM-AEｹｰﾌﾞﾙ 1.2㎜-2C

(交
流

電
源

線
)
 ※

1

(
バ

ッ
テ

リ
ー

ケ
ー

ブ
ル

) 
※

1

(交
流

電
源

線
)
 ※

1

信
号

線
)
 ※

1

室外機（※1：自立ボックス付属品）

WP

WP

WP

WP

＜凡例＞　

　自立切替盤信号線　EM-CEE-S1.25㎜2-4C

WP

　ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS形 防水(溶融亜鉛めっき) 150×150×150

　ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS形 防水(SUS) 接地端子付 150×150×150

　＋自立信号線　EM-CEE-S1.25㎜2-6C

WP

　リモコン信号線 EM-AEｹｰﾌﾞﾙ 1.2㎜-2C



階段(1)

階段(4)
DN

DN

暗
幕

DN

DN

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

　S=1/250

ランニングトラック

２階 平面図

EV

観覧席(452人)

吹抜

階段(3)

Ｎ

図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

GHP

4-1
 ×4

GHP

3-1
 ×4

M-16

配線共

２個　鍵付リモコンボックス

ワイヤードリモコン新設

※冷媒管に共巻き

＜凡例＞　

GHP

R
A

S
A

OA

VD

CD

FE

3

1

MD1

MD2

AC24V

Ry

IN

MD1

インターロック

ダイヤルにて風量調整

押釦にてモータダンパ 開/閉

1

1-1

FE

FS

FE-3・FS-1連動

ファンルーム（１）

1M-8

CP-4

1M-8

１階事務室遠方操作盤(再使用)

　【既存】 全熱交換器ユニット　　　　 　入/切　※HEU-1’

　　　　　 ファンルーム給気ファン　　 　入/切　※FS-1’

　【改修】 換気ファン（アリーナ系統） 　入/切　※FE-1

　　　　　 ファンルーム給気ファン　　　 入/切　※FS-1・FE-3連動(1M-8選択)

GHP

RASA

OA

VD

CD

FE

3

1

MD1

MD2

AC24V

Ry

IN

MD1

インターロック

ダイヤルにて風量調整

押釦にてモータダンパ 開/閉 FE

FS

FE-3・FS-1連動

１階事務室遠方操作盤(再使用)

　【既存】 全熱交換器ユニット　　　　 　入/切　※HEU-1’

　　　　　 ファンルーム給気ファン　　 　入/切　※FS-1’

CP-5

1M-7

1M-7

ファンルーム（２）

2-1

2

ファンルーム（２）系統　遠方操作

ファンルーム（１）系統　遠方操作

　【改修】 換気ファン（アリーナ系統） 　入/切　※FE-2

AC100V

AC100V

換気設備 制御概要

　　　　　 ファンルーム給気ファン　　　 入/切　※FS-1・FE-3連動(1M-7選択)

名 称

部品一覧（２）

　ワイヤードリモコン

　鍵付リモコンボックス

個数 参考品番

２

ABRC1G2

KRCB37-2

６

自動制御設備　２階平面図　部品一覧（２）

　リモコン信号線 EM-AEｹｰﾌﾞﾙ 1.2㎜-2C



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

排水設備　改修・撤去詳細平面図 M-17

UP

階段(3)

放送室

幼児室
Ｎ

27 28

Con

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

　S=1/150

ファンルーム（１）

１階 改修詳細平面図（１）

3
00

V

250V

3
00

V

300V 150V

150V

150V

砂利

砂利

300V

300V

50V

5
0V

50V

3
00

V

17 18 19 20 21

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｎ

　S=1/150

ファンルーム（２）

アリーナ

50V
50V50V50V

５箇所

間接排水口

浸透桝 新設

間接排水口

４箇所

浸透桝 新設

３箇所　PC-1

１箇所　PC-1

１階 改修詳細平面図（２）



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

M-18

UP

階段(4)

UP

DN

階段(1)

UP
保健室

EV機械室

EV

器具庫(1) 器具庫(2)

廊下(2)

階段(3)

放送室

幼児室

アリーナ

通路

ファンルーム

(2)

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｎ

１階 平面図　S=1/250

ガス設備　改修外構平面図

3

GHP

4

GHP

1

GHP

×2

Ｍ

G

G

K
C
50

(露
出

)

K
C
50

P
E1

0
0

P
E1

5
0

P
E1

5
0

(
埋

設
)

(
埋

設
)

(
埋

設
)

(露
出

)

PE150

(埋設)

PE150 PE150

(埋設) (埋設)

KC50 KC80

(露出) (露出)

Ｎ

PE150

PE150

G

(既存)

(既存)

既存ガス管分岐

１階平面図 参照

P
E
15

0

　S=1/1500改修外構平面図

都市ガス13A

GHP
 ×3

2

土

インターロッキング（再使用）

砂利



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹

45±15度
締具

小型空調機など

b
b

a

小型空調機など

45±15度

（防振装置） （防振装置）

45±15度

締具

45±15度

（防振装置）

図2 全ネジボルト放射状の据付法

空調機振れ止め 基礎施工要領図

犬走り等のない場合

機器寸法＋300

GL 1
50

1
00

2
5
0

2
00

エアコン室外機

面取り

鋼製架台
D10ｰ200@
Fc21-18

砂利又は砕石

積雪を考慮して決定

・a+bが25～30cmは鉛直吊り長さが
　25cm以内になる斜材か、鉛直吊り
　ボルトを12φにする
・a+bが30cmを超える場合は鉛直吊り
　長さが25cm以内になる斜材が必要 １．寸法は図示によるが、図示なき場合は、本寸法を標準とする

２．必要に応じ、鉄筋（Ｄ－１０－２００＠タテ・ヨコ）にて補強する

図1 全ネジボルトＸ状の据付法

・a+bが25cm以下は斜材不要

注意事項

１．コア抜きをする際には、鉄筋探査を行いできるだけ配筋をよける。

２. コア位置・補修方法については、監督員の承認を得ること。

　　補修を行う。

コアカッター

鉄筋をはつり出す

リング配筋 D10上下

既存鉄筋溶接

　　鉄筋を切断欠損した場合には、リング（円形）配筋を、既存鉄筋に溶接接続し補強をした後、

GL

Ｈ

鋳鉄蓋

サンドクション(砂)

　S=NON施工要領図

貫通口穴あけ・コア抜き補修小口径桝蓋施工要領

Ｈ

ＧＬ

２
５

０
１

０
０ ３００φ

８００×８００

５
０

０

約
５

０

面取り

指示による

砂利又は砕石

コンクリート管又は硬質塩ビ管（ＶＰ）

１００以上の開放空間

砂利又は砕石

小砂利

金こて仕上

マンホールふた　３００ｍｍ
（種別は図示）

５５０×５５０

浸透桝参考図　ＰＣ－１

施工要領図 M-19

南長野運動公園　体育館空調設備改修



図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

E-01電気設備工事　１階平面図

１階 平面図　S=1/250

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

Ｎ

E-03　電気設備工事

１階　改修・撤去詳細平面図（２）参照

１階　改修・撤去詳細平面図（１）参照

以降E-03参照のこと

1L-4

階段(4)

UP

DN

UP

ファンルーム

(1)
選手控室(2)

中庭(2)
選手控室(1)

倉庫(3)

湯沸室

空調機械室(2)

保健室

EV機械室

器具庫(1) 器具庫(2)

廊下(2)

階段(3)

放送室

幼児室

アリーナ

通路

プール

受付カウンター

(5)

倉庫

職員更衣室(2)
職員更衣室(1)

エントランスホール(1)

監視室

応接室

事務室

ファンルーム

(2)

倉庫(4)

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

1612 13 14 15

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて長野市建設工事共通仕様書による。

「公共建築設備工事標準図」の電気設備工事編・機械設備工事編（いずれも最新版）で「特記が

１．共 通 仕 様

（２）（１）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書」、

なければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、それらが

「公共建築改修工事標準仕様書」の建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編、及び

関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督職員と協議すること。

２．工事内容

E-02　電気設備工事

・図示のごとく機器の設置及び配線・配管を行う。

・機器の仕様により配線・配管種類もしくは配線経路が変更になる場合、監督員と協議の上、

　施工者の責において施工するもの。

既設分電盤(1L-3)

風除室(1)

1L-3

以降E-02参照のこと

既設分電盤(1L-4)

予備回路2P1E50AF/20ATより電源分岐
(FE-3排気用換気扇、FS-1給気用換気扇)

予備回路2P1E50AF/20ATより電源分岐
(FE-3排気用換気扇、FS-1給気用換気扇)

EM-EEF2.0-3C 天井ころがし

EM-EEF2.0-3C 天井ころがし

　配線・配管が変更になる場合は、屋外は『厚鋼電線管』にて　配線保護のこと。



Ｈ

Ｇ

Ｆ

階段(3)

DN

観覧席(452人)

GHP
4-1

GHP
3-1 ×4  ×4

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

Ｎ

図面番号

長 野 市 建 設 部 建 築 課

工事設計図

令和２年度

課　長担　当 係 係　長 課長補佐 主　幹 南長野運動公園　体育館空調設備改修

E-02

２階 改修詳細平面図　S=1/250

以降E-01参照のこと

UP

階段(3)

放送室

幼児室

27 28

Con

砂利

砂利

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

　S=1/150１階 撤去詳細平面図（１）

FS

再使用

1’

2’

FE

FE

1’

UP

階段(3)

放送室

幼児室

27 28

砂利

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

　S=1/150１階 改修詳細平面図（１）

FS

1

再使用

2’

FE

3

GHP

4

GHP

3

FE

CP-4

1M-8

GHP

1

×2

HEU

1’

GHP

砂利

Ｎ

A

A

A

A

A

A

B

E

A

D

A

B

C

D

D

E

ファンルーム（１）

F F

既存貫通口使用

C

C

D
C

1M-8

CP-4

(GHP-4用)

自立切替盤
(GHP-3用)

自立切替盤

G

Con

A(2階へ)

A(1階へ)

E
E

C

B D

1 2

2

3

3

　

C

A

B

　
D

E

F

　

　　
G

　EM-EEF1.6-2C (E19)

  EM-CE2.0□-4C(内1Cアース) (E25)

　　EM-EEF2.0-3C ×4
H

　EM-CE22□-2C ×2            (E75)

　EM-CE14□-3C+EM-IE8.0 (E51)　交差線数は条数

A

　
A

　　

　

　EM-CE22□-2C ×2            (G82)

B

C

　
D

E

　EM-EEF2.0-3C×4 (G42)　交差線数は条数

　EM-EEF2.0-3C ×4

　EM-CE3.5□-3C+EM-IE2.0 (G28)　交差線数は条数

　EM-CE22□-2C (G42)　

・ブレーカELB3P3E50AF/20AT(GHP-1-1室外機南) 新設

・ブレーカELB3P3E50AF/20AT(GHP-1-1室外機北) 新設

1-1

1

FE

電気工事　2階平面図 1階詳細平面図(1)

B

　EM-EEF2.0-3C 天井ころがし

　EM-EEF2.0-3C (E19)

A A A A A A A

A A

　(EM-CE3.5□-3C+EM-IE2.0) ×2

　(EM-CE3.5□-3C+EM-IE2.0) ×2（E39）

　(EM-CE3.5□-3C+EM-IE2.0) ×4

　(EM-CE3.5□-3C+EM-IE2.0) ×2 (G36)

　(EM-CE3.5□-3C+EM-IE2.0) ×2 (FEP40)　GL-600 埋設シートダブル

3

3

　MMA保護

1

2

3

　P.BOXSS 400×400×300 塗装共

　P.BOXSS 400×400×300WP-SUS

　P.BOXSS 200×200×200WP-SUS

EM-EEF2.0-3C×4 (G42)

EM-EEF2.0-3C×4 (G42)

4 　P.BOXSS 200×200×200 塗装共

4

　換気扇用操作スイッチ　温度センサー付　自動,連続運転機能付　

　壁貫通(Φ100) 区画貫通処理 共

　ケーブル埋設標　コンクリート製

C

H

OAファン

RAファン
全熱交換器

FE-2'
FE-2'

FE-1

FE-3

FS-1

室内機
GHP-1-1

GHP-4
室外機

GHP-3
室外機

GHP-1
室外機

室外機
GHP-1

FE-1' FS-1'

　EM-CE5.5□-3C+EM-IE2.0×2 (E25)　交差線数は条数

Ｎ

　金属露出スイッチボックス　2個用　共

C

・既設ブレーカMCCB3P3E50AF/15AT(全熱交換器) 撤去

1M-8

　・撤去凡例(特記なき配線配管は下記とする)

・既設ブレーカMCCB3P3E100AF/75AT(OAファン) 撤去

・既設ブレーカMCCB3P3E100AF/50AT(RAファン) 撤去

・既設ブレーカMCCB3P3E50AF/15AT(ファンルーム(1)給気ファン) 撤去

・既設ブレーカMCCB3P3E50AF/15AT(ファンルーム(1)排気ファン) 撤去
A

B

　CV2□-4C(E25)　交差線数は条数

　CV14□-3C×2＋E8□(E25)

　CV8□-3C×2＋E5.5□(E25)

既存盤内部改修(1M-8)

　撤去

1M-8

　・改修凡例(特記なき配線配管は下記とする)

既存盤内部改修(1M-8)

・ブレーカELB3P3E150AF/125AT(GHP-1-1室内機) 新設

・ブレーカELB3P3E150AF/125AT(FE-1排気用送風機) 新設

・ブレーカELB3P3E50AF/20AT(GHP-3自立切替盤) 新設

・ブレーカELB3P3E50AF/20AT(GHP-4自立切替盤) 新設

ファンルーム（１）

　露出コンセント 2P15A×2 

　MMAスイッチボックス(2個用) 鍵付カバープレート 共　
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アリーナ
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　S=1/150

　S=1/150１階 撤去詳細平面図（２）

Ｎ

Ｎ

1M-7

CP-5

1M-7

CP-5

HEU

1’

GHP

１階 改修詳細平面図（２）

1M-7

CP-5

ファンルーム（２）

A

A

A

B C

以降E-01参照のこと

ファンルーム（２）

A

A

D
D D

B

B

E

B B

2

AAA

C

・既設ブレーカMCCB3P3E50AF/15AT(全熱交換器) 撤去

　・撤去凡例(特記なき配線配管は下記とする)

・既設ブレーカMCCB3P3E100AF/75AT(OAファン) 撤去

・既設ブレーカMCCB3P3E100AF/50AT(RAファン) 撤去

A

B

　CV2□-4C(E25)　交差線数は条数

　CV14□-3C×2＋E8□(E25)

　CV8□-3C×2＋E5.5□(E25)
D

・既設ブレーカMCCB3P3E50AF/15AT(ファンルーム(2)給気ファン) 撤去

・既設ブレーカMCCB3P3E50AF/15AT(ファンルーム(2)排気ファン) 撤去

1M-7

　・改修凡例(特記なき配線配管は下記とする)

　

C

A

B

　EM-EEF2.0-3C 天井ころがし　交差線数は条数

　EM-EEF2.0-3C (E19)　交差線数は条数

　EM-EEF1.6-2C (E19)　

　

　　

　

D

E

　
A

　　　EM-CE3.5□-3C+EM-IE2.0 (G28)　交差線数は条数
B

　EM-C5.5□-3C+EM-IE2.0 (G28)　交差線数は条数

1

2

3

4

　換気扇用操作スイッチ　温度センサー付　自動,連続運転機能付　

　壁貫通(Φ100) 区画貫通処理 共

・ブレーカELB3P3E150AF/125AT(FE-2排気用送風機) 新設

・ブレーカELB3P3E150AF/125AT(GHP-2-1室内機) 新設

・ブレーカELB3P3E50AF/20AT(GHP-2-1室外機東) 新設

・ブレーカELB3P3E50AF/20AT(GHP-2-1室外機中) 新設

・ブレーカELB3P3E50AF/20AT(GHP-2-1室外機西) 新設

　P.BOXSS 150×150×100 塗装共

　P.BOXSS 300×300×300WP-SUS

　P.BOXSS 200×200×150WP-SUS

  (EM-CE3.5□-3C+EM-IE2.0)　×3 (E51)

　P.BOXSS 250×250×250 塗装共

　撤去

　室外機より離線の上、端末処理を実施のこと

　EM-CE5.5□3C+EM-IE2.0□ (既設冷媒管用ダクト内に共巻)

1M-7

2-1

FE

2

2F空調動力分電盤へ
既設冷媒管用ダクト内に共巻

電気設備工事　1階詳細平面図(2)

3
B

2F空調動力分電盤へ

既設冷媒管用ダクトより電源ケーブルを取り出し、

P.BOX内で接続のこと

4

　EM-CE14□-3C+EM-IE8.0 (E51)　交差線数は条数

プルボックス取付予定
余長を残すこと

1

B

C

D

OAファン
RAファン
全熱交換器

FS-1' FE-1'

PAC-1'

PAC-1'

PAC-1'PAC-1'
GHP-2
室外機

GHP-2
室外機

GHP-2
室外機

GHP-2-1

FE-2

FE-3

FS-1

既存盤内部改修(1M-7)

既存盤内部改修(1M-7)

　金属露出ボックス 2個用 共

室内機


